
お寺からのお知らせ｢白菊｣ (4)

添え 書き 震災から早いもの

で 1年 がたちました。テレビや新聞で放

送されていますが、この頃震災に対し

ての始めに抱いていた気持ちが薄れて

しまいます。しかし被災地では、位牌

やお寺の過去帳も流されてわからなく

なってと聞きます。先祖崇拝の危機か

もしれませんが。今回のことで，家系

図を描きながら家族の思い出を語り合

い位牌や過去帳作りに取り組まれ，命

の絆を大切にし先祖崇拝の継承を以前

に増して強くなっている様です。私達

もこのお彼岸にご先祖の事を語り合い，

過去帳やお位牌家系図で命の絆につい

て語られては如何でしょうか
記 あみだじ内室 藤井恵子 合掌

正
月
号
の
こ
の
欄
で
紹
介
し
た
防
災
士
・
平
井
敬
也
氏
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
週
刊
防
災
格
言
」
を

再
編
集
し
、
こ
の
ほ
ど
弊
社
は

『
天
災
人
災
格
言
集
」
（
税
別
一
五
〇
〇
円
）
と
し
て
発
刊
し
た
。
現

代
日
本
の
政
治
家
、
官
僚
、
地
震
防
災
研
究
者
、
作
家
、
著
名
人
、
思
想
家
、
宗
教
者
、
官
民
防
災
標
語

な
ど
百
十
二
の
防
災
に
ま
つ
わ
る
至
言
は
、
寺
報
や
掲
示
伝
道
に
も
極
め
て
有
用
。
住
職
は
じ
め
官
公
庁
、

危
機
管
理
従
事
者
必
携
の
本
書
、
そ
の
「
古
今
東
西
防
災
名
言3

0

選
」
と
政
治
家
の
言
葉
か
ら
抜
粋
し
ょ

う
。
●
後
藤
新
平
「
人
の
御
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
。
人
の
御
世
話
を
す
る
よ
う
に
。
そ
し
て
酬
い
を
も
と

め
ぬ

よ
う
」
＝
関
東
大
震
災
直
前
ま
で
東
京
都
知
事
を
務
め
震
災
の
翌
日
に
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
内
務

大
臣
に
就
任
し
、
す
ぐ
さ
ま
震
災
復
興
に
敏
腕
を
ふ
る
っ
た
後
藤
。
格
言
は
東
京
市
長
退
任
後
、
後
藤
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
青
少
年
育
成
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
振
興
を
す
る
中
、
ス
カ
ウ
ト
の
本
質

を
問
わ
れ
て
残
し
た
言
葉
『
自
治l

二
訣
』
よ
り
。
●
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

「
天
災
が
人
災
に
変
わ

る
」
＝
二
〇
〇
八
年
五
月
二
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
に
際
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
ブ
ラ
ウ
ン
首
相
（
当
時
）

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
を
痛
烈
に
批
判
し
た
言
葉
。
●
安
藤
忠
雄

「
日
本
人
は
昔
は
年
に
一
回
、
大
掃
除
を
し
、
同
時
に
家
の
補
強
、
手
入
れ
も
し
た
。
そ
れ
を
最
近
や
ら

な
く
な
っ
た
。
自
分
た
ち
の
建
物
の
強
度
に
無
関
心
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
」
＝
世
界
的
な
建
築
家
の
一

人
で
あ
る
安
藤
は
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
の
実
行
委
員
長
と
な
り
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
議
長
代
理
も
務
め
た
。
●
筑
紫
哲
也
「
日
本
人
は
安
全
よ
り
安
心
を
求
め
る
」
＝
狂
牛
病
に
よ
る
ア

メ
リ
カ
産
牛
肉
輸
入
問
題
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
番
組
「
筑
紫
哲
也N

E
W
S
2
3

」

で
自
ら
述
べ
た
も
の
。
●
ウ

ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル

「
権
限
の
な
い
責
任
は
責
任
の
な
い
権
限
と
同
じ
よ
う
に
無
責
任
で
あ

る
」
●
山
田
洋
次
「
助
け
合
い
な
が
ら
深
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
来
の
人
付
き
合

い
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
」
●
小
泉
純
一
郎
「
安
全
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
く
る

も
の
」
●
菅
直
人
「
大
衆
の
無
関
心
に
、
官
僚
的
縄
張
り
根
性
が
加
わ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
地
震
対
策

が
出
て
こ
な
い
」
●
浅
沼
稲
次
郎
「
戦
後
起
き
て
い
る
天
災
は
、
災
害
に
あ
ら
ず
し
て
政
治
災
害
で
あ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
＝
日
本
社
会
党
書
記
長
の
浅
沼
が
一
九
五
九
年
の
臨
時
国
会
本
会
議
に
お

い
て
自
衛
隊
や
岸
内
閣
に
対
し
て
批
判
を
述
べ
た
際
の
発
言
。
●
赤
尾
敏
「
人
間
と
は
勝
手
な
も
の
だ
。

空
襲
で
何
万
人
が
死
ん
で
も
悲
し
く
な
い
が
、
自
分
の
子
が
死
ん
だ
ら
本
当
に
悲
し
い
」
＝
右
翼
政
治
家

が
わ
が
子
を
亡
く
し
た
時
の
ホ
ン
ネ
。
…
…
興
味
尽
き
ぬ
言
葉
の
数
々
で
あ
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う
天
災
人
災
格
言
集
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今ː
年
の
正
月
は2

年
ぶ
り
の
イ
ン
ド
ビ
バ
ー
ル
州
で
迎
え

た
。
ガ
ヤ
空
港
で
は
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
客
引
き
の

洗
礼
も
な
く
、
幹
線
道
路
の
舗
装
状
態
も
素
晴
ら
し
い
。

10

年
前
な
ら
空
港
か
ら
ラ
ジ
ギ
ー
ル
ま
で
の
約60

キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に3

～4

時
間
必
要
だ
っ
た
が
、
現
在
は2

時
間
弱

で
着
く
こ
と
が
可
能
だ
。5

年
前
に
、
日
本
のOD

A

資
金
の

ビ
バ
ー
ル
州
で
の
有
意
義
な
使
用
方
法
を
相
談
し
に
日
本

へ
や
っ
て
来
た
州
政
府
高
官
の
ミ
セ
ス
バ
ル
ワ
氏
の
努
力

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
▼
ラ
ジ
ギ
ー
ル
で
は
停
電
も
激
減
、

物
乞
い
も
少
な
く
な
り
、
人
々
の
身
な
り
も
全
体
的
に
小

奇
麗
に
な
っ
た
が
、
な
ぜ
か
町
中
の
ゴ
ミ
、
特
に
ビ
ニ
ー

ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
石
油
系

ゴ
ミ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
人
が
好
ん
で
飲

む
チ
ャ
イ
と
い
う
甘
い
ミ
ル
ク
紅
茶
は
数
年
前
ま
で
は
素

焼
き
の
小
さ
な
器
で
飲
ま
れ
、
飲
み
終
わ
る
と
そ
の
器
は

大
地
に
戻
さ
れ
た
が
、
現
在
は
ビ
ニ
ー
ル
製
の
小
さ
な
カ

ッ
プ
で
飲
ま
れ
、
そ
の
カ
ッ
プ
は
大
地
に
戻
れ
ず
ゴ
ミ
と

な
っ
て
い
る
▼
バ
ザ
ー
ル
で
は
、
鶏
肉
屋
の
前
に
は
ケ
ー

ジ
に
入
っ
た
鶏
が
並
ん
で
い
る
し
、
ヤ
ギ
肉
屋
で
は
肉
塊

に
な
っ
た
子
ヤ
ギ
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
前
に
子
ヤ
ギ
た
ち

が
繋
が
れ
て
い
る
。
過
去
か
ら
の
流
れ
は
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
こ
と
な
く
食
と
い
う
生
命
の
連
鎖
を
的
確
に
教
え
て

い
る
が
、
あ
の
鶏
や
子
ヤ
ギ
た
ち
は
死
を
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
▼
シ
ッ
タ
ル
ダ
王
子
は
世
界
中
の
人
々
を
生
老

病
死
の
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
方
法
を
見
つ
け
る
た
め
に

出
家
を
し
、
苦
行
を
重
ね
る
が
、
琴
の
弦
は
張
り
す
ぎ
る

と
切
れ
て
し
ま
い
、
張
ら
な
い
と
音
が
鳴
ら
な
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
覚
り
と
は
苦
楽
の
端
で
は
な
く
中
道
に
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、
苦
行
を
止
め
て
菩
提
樹
の
下
で
瞑
想
を

し
て
覚
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
陀
と
な
っ
た
。
現
在
の
イ
ン
ド

は
ゴ
ミ
の
中
で
苦
行
迷
走
中
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
▼
我
々

も
利
便
性
ば
か
り
を
追
求
せ
ず
、
原
点
に
戻
っ
て
緊
張
と

弛
緩
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
し
た
中
道
の
生
活
を
心
が
け
た

い
。
（T

）

詠唱練習会始めました受
講者募集中受講料 無料で
す次回の練習会は 3月13日
です 午後２時から
於 阿弥陀寺詳しくは、℡
0744-27-3278までお気軽に
ご参加下さい



お寺からのお知らせ｢白菊｣ (2)

彼岸会 永遠を生きる 花まつり
暑さ寒さも彼岸までともうしますように、寒

さの中にも春がもうそこまで来ていると感じ

られる今日この頃となってまいりました。檀

信徒皆様方には、ご清祥にておすごしのこ

ととお慶び申し上げます。平素は、寺門護

持のため、お力添えを賜っております

こと厚くお礼申し上げます。おかげさ

ま、当山もその任にと精進させていた

だいております。

春のお彼岸です。・・・・お彼岸には、日

本全国、あちらこちらで、お墓参りをした

り、お寺にお参りしたりする方々の風景な

どがよく見られます。

ところで、お彼岸の「彼岸」という彼の岸

は、「やすらぎの世界」という、この世「此の

岸」にたいする、仏の世界を表しています。

本来、この世にいる私たちが修行して、少し

でも、やすらぎの世界へ近づこうと、という目

的がそこになくてはなりません。墓参、お寺

などの参詣をとおして、すでに亡くなった方々

の幸福を祈ることも大事です。しかし、そこに

は、仏縁という私たちの生命のつながりあ

り、修養の機会を与えて下さっていることを

忘れてはなりません。

ご先祖様のお墓や仏さまに、祈る前と祈っ

た後、私たち自身が、どんな生活態度で生き

るか思い巡らすこと、それが、お彼岸の大切なところなどであります。家族そろって

意義のあるお彼岸をお暮らし下さい。

彼岸のお勤めは、３月２1日（水）に勤めさせていただきます。お誘い合わせの
お参りをお待ちいたします。

春季彼岸会のおつとめは、
３月２1日（水）です

★彼岸会の日程・・・

受 付 随 時

・お念仏 12：35

・開 白 12：：40

詠唱奉納

・法 話 1：00

・休 憩

・おつとめ 2：30

彼岸法要塔 婆 回 向

・終 了 ４：００

・・・・・の予定です。

詠唱奉納

月影和讃 彼岸 花まつり 追善供

養※ 音楽テー プ も利用いたしまし

て、詠唱を奉納いたします。譜面等は、

お寺でご用意いたします。初めての方

でも簡単にお唱えできます。

・法 話

(3) お寺からのお知らせ｢白菊｣

五重ざらえと併修、法然上人誕生寺参拝のご案内

昨年、11月11日から5日間開筵致しました五重相伝の五重ざらい を5月

16日に法然上人のご生誕の地、岡山県誕生寺をご参拝として執り行わせ

て頂きます。五重をお受け頂きましたご同行の皆様、また有縁の檀信徒

の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

☆誕生寺は、法然上人のご生誕の地で有り また、法然上人25霊場めぐりの霊

場でもございます。朱印帳、掛け軸で朱印をお集めのお方は、ご持参下さい。

・日 時 平成24年5月16日（水） 日帰り

・参加費用 1万円

・参加対象者 檀信徒の皆様並びに有縁の一般方々

詳しくは、 0744-27-3278 阿弥陀寺までご連絡下さい。

お釈迦様の誕生を祝う法会で誕生仏に

甘茶を注ぐので◆潅仏会とも、また◆仏生

会とも言います。◆釈迦さまの父親は釈迦

族の王様で浄飯王、母親は摩耶姫といいま

す。出産のため実家に向かう途中のルンビ

ニー園で生まれました。

天上天下、唯我独尊、
三界皆苦、我当度之

お釈迦さまは生まれると、すぐに七歩ほど歩み、右手で天を、左手で地を指さし
て「人は誰でもこの世に一人だけであって予備の人間はいない。命は貴いもので
ある。私は苦しむ人々を救うことを第一としよう」といいました。すると天に住む
竜が感激して甘露の雨を降らしたといいます。花御堂はルンビニー園を、甘茶は
龍が降らした甘露の雨を表わします。
花まつりは、インドや中国でも古くから行われている行事です。日本では推古

天皇の時代（606）に元興寺で初めて行われました。お釈迦さまの誕生を祝い、
お釈迦さまの智慧と慈悲の教えを信じてゆくことを誓う日です。また、子供がす
くすくと育つことを祈る日でもあります。
◆当日、甘茶も用意しておりますので、お持ち帰りになられるお方は、おそれいり
ますが入れ物をご持参下さい。


